
1986年出上の木簡

佐
賀
・吉
野

ヶ
里
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
佐
賀
県
神
埼
郡
神
埼
町
大
字
鶴

。
大
字
志
波
屋

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年
（昭
６‐
）
五
月
を

一
九
八
七
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
佐
賀
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
七
田
忠
昭

・
森
田
孝
志

・
田
島
春
巳

・
草
野
誠
司

・
田
代

成
澄

・
桑
原
幸
則

５
　
遺
跡
の
種
類
　
墓
地

・
集
落
跡

・
官
衝
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
を
奈
良

。
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

吉
野
ケ
里
遺
跡
群
は
、
佐
賀
平
野
の
中
央
東
寄
り
、
脊
振
山
地
南
麓
か
ら
南

へ
細
長
く
派
生
す
る
吉
野
ケ
里

丘
陵
周
辺
に
点
在
す
る
遺
跡
群

の
総
称
で
あ
る
。　
一
帯
が
工
業

団
地
と
し
て
造
成
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、　
一
九
八
六
年
度
か
ら

三
カ
年
計
画
で
発
掘
調
査
を
実

施
し
て
い
る
。
初
年
度
の
調
査

の
結
果
、
弥
生
時
代
を
古
墳
時

代
の
集
落

・
墓
地
と
と
も
に
、

古
墳
時
代
後
期
ぞ
奈
良
時
代

。
平
安
時
代

前
期
の
掘
立
柱
建
物

（
一
〇
〇
棟
以

上
）
・
井
戸

・
古
代
駅
路
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
木
簡
は
奈
良
時
代
後
期
の
井

桁
状
に
組
ん
だ
木
粋
を
も
つ
井
戸
か
ら
出
上
し
た
。

団
地
予
定
地
西
隣
で
、
ほ
場
整
備
事
業
に
伴
い
実
施
さ
れ
た
発
掘
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
る
と
、
駅
路
を
挟
ん
だ
南
北
約

一
・
五
ｋｍ
、
東
西
約
○

。
六
ｋｍ
の

広
範
囲
に
建
物
群
が
多
数
存
在
し
、
大
規
模
な
建
物
群
が
計
画
的
に
配
置
さ
れ

た
区
域
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
出
土
遺
物
の
中
に
は

多
数
の
墨
書

・
箆
書
土
器

（「厨
鉢
」
「福
得
」
「神
人
」
「石
井
」
「池
」
「城
」
「
田
」

な
ど
）、
陶
硯
、
水
滴
、
青
銅
製
帯
金
具
な
ど
が
あ
り
、
周
辺

一
帯
に
神
埼
郡
衛

あ
る
い
は
神
埼
駅
家
が
存
在
し
た
可
能
性
が
強
ま
っ
た
。
な
お
、
吉
野
ケ
里
遺

跡
群
の
北
東
部
に
は
奈
良
時
代
の
辛
上
廃
寺
が
存
在
す
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
　
　
×
□
大
鳴

一
斗
二
升
」
　

　

　

　

　

　

　

（霞
ｙ
ｅ
▼
卜
露

（七
日
忠
昭
）
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